　(１)農夫と凍えたヘビより　

　
ここはまわりに山と川ばかりのこじんまりした村です。
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ある日、この村に最近世間を騒がせている、指名手配犯の水田瑛久【仮名】があらわれました。水田瑛久は何週間もの逃亡生活でほとんど何も食べていなっかたため、餓死寸前でした。村人の三上哲矢【仮名】は言いました。『こんなやつなんて死んだほうがいい、何にも食わせちゃいけない』と。村人のほとんどがその意見に賛成でした。しかし心優しい村人の逸見裕輔【仮名】は『確かに水田瑛久は悪人かもしれない、しかしあまりにかわいそうだ』と思い、食べ物を食べさしてあげました。
すると元気を取り戻した水田瑛久は隠し持っていた銃を使い村人を脅して、金を奪い逃げてしまいました。そして三上哲矢は言いました。『悪人に同情するから、こんな目に会うのだ』と。

悪の心を持ったものに、親切を示しても変わらない、ということをこの話は教えている。
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(２)農夫とワシより

これはある家族がN子町に旅行に行ったときのお話です。　

子：『お父さん！どこかに遊びに連れて行ってよ～。』

お父さん：『ん～久しぶりに家族で旅行にでも行くかぁ～』

お母さん：『だったら温泉なんていいんじゃない？』

お父さん：『温泉かぁ～
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いいな！よし、Ｎ子町に行こう』

子：『やったぁ～☆』

　ある日曜日、その家族は予定通りにＮ子町に来ました。季節は秋。Ｎ子町は紅葉が見ごろをむかえ、多くの人たちが観光に訪れていました。
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そしてその家族が一通りの観光を終え、旅館に向かう途中、変な老人に出会いました。
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その老人は大きい荷物を持っていて、とても大変そうだったので、その家族は手伝ってあげて一緒に持ってあげました。そしてその老人は手伝ってもらったお礼に大きい荷物の中から、赤いひも付きのメガネをくれました。そして老人と別れました。その家族は必要のないものをもらったなぁ～と全員が思っていました。そんなことがありやっと旅館に着きました。お父さんが旅館の亭主に今日の出来事を話すと、旅館の亭主は驚いて言いました。『そのメガネは世界にひとつしかない逸見という偉人がかけていたメガネじゃないか！』と。その家族はこのようにして恩が返されたのを知って、非常に驚きました。

このお話は、ほどこした善行は報いられるのだから、受けた恩は返さねばならないということを教えている。
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(３)臆病な猟師と木こりより

　これはＹ形大学でのお話です。

『私たちは料理が得意だよ。』と言い張っている、女の子が３人いました。彼女らは、同じ学部の男の子たちに見えの張り合いをしていました。

Ｍさん：『私の得意料理は肉じゃがとかぁ～さばのみそにとかかなぁ～』

Ａさん：『私はオムライスとハンバーグだよ～』

Ｈさん：『私はほうれん草のバターしょうゆ炒め☆笑。』

　そこで男の子たちは言いました。『んじゃ～今夜俺らに作ってくれよ！』と。そしたら女の子たちはあせり、こう言いごまかしました。『え～また今度作るよ～今日はみんな忙しいしさぁ～』と。

このお話は大胆で意気地ない人、すなわち、言葉では大胆だが行いでは意気地のない人の見破りかたを教えている。
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